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11
月
10
日(

日)

、

「
こ
ど
も
た
ち
に
健

や
か
な
育
ち
を
」
の

ス

ロ

ー

ガ

ン

の

も

と
、
こ
ど
も
パ
レ
ー

ド
が
開
催
さ
れ
、
保

育
・
学
童
保
育
・
児

童
館
・
療
育
・
放
課

後
デ
イ
・
教
育
・
給

食
に
関
わ
る
団
体
か

ら
４
０
０
名
超
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

私
立
保
育
園
職
員

に
よ
る
荒
馬
踊
り
を

先
頭
に
、
お
囃
子
の

リ

ズ

ム

に

合

わ

せ

「
ラ
ッ
セ
ラ
ー
！
」

と
声
を
上
げ
な
が
ら

ス
タ
ー
ト
。
公
立
・

民

間

の

保

育

園

職

員
・
保
護
者
は
「
保

育
士
を
増
や
し
て
ー
」

「
公
立
保
育
園
を
減
ら

さ
な
い
で
ー
」
と
道
行

く
人
々
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
カ
エ
ル
や
ネ

コ
バ
ス
も
登
場
し
、
笑

顔
で
手
を
振
る
親
子
連

れ

の

姿

も

あ

り

ま

し

た
。 

 

 

ア
リ
ス
ガ
ー
デ
ン
で

の
集
会
で
は
各
団
体
が

報
告
。
広
島
市
給
食
調

理
員
協
議
会
は
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
給
食

を
子
ど
も
た
ち
に
提
供

し
て
い
る
こ
と
、
子
ど

も
と
作
り
手
の
顔
が
見

え
る
自
校
調
理
場
を
残

し
て
い
く
大
切
さ
を
ア

ピ
ー
ル
。
保
育
園
支
部

か
ら
は
公
立
保
育
園
の

欠
員
状
況
や
八
幡
東
保

育
園
の
廃
園
方
針
の
問

題

等

を

参

加

者

に

報

告
。
留
守
家
庭
労
組
と

児
童
館
労
組
は
欠
員
の

上
に
増
設
、
有
料
化
さ

れ
て
も
施
設
の
改
修
が

進
ん
で
い
な
い
こ
と
な

ど
を
訴
え
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
子
ど
も
を

真
ん
中
に
置
い
た
広
島

市
行
政
を
求
め
て
「
子

育
て
し
や
す
い
広
島
に

～
！
」
と

元

気

よ

く

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を

し
て
集
会
を
終
え
ま
し

た
。 

荒
馬
踊
り
で 

元
気
に
ス
タ
ー
ト
！ 

第33回 

自治体保育労働者の全国集会in広島に向けて   
～⑥ 全国集会に向けて、仲間とともに～ 

 

先
月
、
大
会
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
歌
う
「
ア
オ
ギ
リ
の
う

た
」
の
合
唱
練
習
に
、
広
島

市
職
労
保
育
園
支
部
の
な
か

ま
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

冒
頭
、
畑
野
支
部
長
が
被

爆
80
周
年
の
年
に
広
島
で
大

会
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
被
団

協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞

に
つ
い
て
触
れ
「
日
頃
の
保

育
で
大
切
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

初
の
練
習
で
し
た
が
、
日

頃
か
ら
歌
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
「
も
う
完
璧
だ
ね
」

と
自
画
自
賛
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
先
日
、
全
国
実
行

委
員
と
広
島
現
地
実
行
委
員

の
合
同
会
議
や
会
場
下
見
を

行
い
ま
し
た
。
当
日
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
各
係
で
参

加
者
の
動
線
や
準
備
物
を
確

認
し
合
い
、
当
日
に
向
け
本

格
的
に
動
き
始
め
ま
し
た
。 

 
 

 

11
月

16
日(

土)

～

17
日

(

日)

、
第
69
回
は
た
ら
く
女

性
の
中
央
集
会

in

岩
手
が

「
軍

事

拡

大
・
大

増

税

Ｎ

Ｏ
！
平
和
憲
法
生
か
し
、
い

の
ち
・
く
ら
し
・
人
権
を
守

ろ
う
！
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と

公
平
な
社
会
の
実
現
を
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

記
念
講
演
で
は
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
の
ラ
イ
タ
ー
、
和
田
靜

香
さ
ん
が
「
私
た
ち
が
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
考
え
た

い
身
近
な
政
治
」
と
題
し
、

選
挙
に
行
っ
て
い
な
い
約
半

数
の
人
に
政
治
を
知
っ
て
選

挙
に
行
っ
て
ほ
し
い
、
労
組

は
わ
か
り
や
す
い
こ
と
ば
で

語
り
合
う
場
を
作
っ
て
ほ
し

い
、
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

分
科
会
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

視
点
か
ら
防
災
を
考
え
る
」

で
は
、
助
言
者
の
宗
片
恵
美

子
さ
ん(

特
定
非
営
利
活
動
法

人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
常
務

理
事)

が
、
阪
神
大
震
災
後
の
災

害
時
に
お
け
る
女
性
の
ニ
ー
ズ

調
査
に
見
え
た
不
安
が
、
東
日

本
大
震
災
発
生
時
の
避
難
所
・

仮
設
住
宅
に
て
、
女
性
た
ち
の

不
安
・
心
配
と
し
て
現
実
的
な

も
の
に
な
っ
た
と
指
摘
。 

 

被
災
者
で
あ
っ
て
も
一
人
一

人

が
防

災

の

支
援

者

に

な
れ

る

こ

と

や
、

女

性
と

若

者

の
リ

ー

ダ

ー
シ

ッ

プ

を
発

揮

で

き
る

自

治

体
へ

と

取

り
組

む

こ

と
が

求

め

ら
れ

ま

す
。 

11月10日(日)パレード・集会の様子 

「
子
育
て
し
や
す
い
広

島
」
を
求
め
る 

「第69回はたらく女性の中央集会in岩手」開催！ 

  軍拡・大増税はNo! 平和憲法を生かし 

    ジェンダー平等&公平な社会実現を 

広島自治労連会議室で視聴する参加者 

「こどもたちに健やかな育ちを」を合言葉に、 

さまざまな団体と手をつなぎ活動していきます。 

２月15,16日は是非、 

広島国際会議場に 

お越しください。 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren
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12
月
１
日
（
日
）
、
広
島
県
原

水
協
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
山

美
砂
さ
ん
を
講
師
に
、
「
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
行
っ
て
聞
い
た 

核
被

害
者
の
叫
び
」
の
講
演
会
を
開

催
、
県
内
か
ら
60
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

小
山
さ
ん
は
９
月
に
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
を
訪
れ
、
セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス

ク
核
実
験
場
な
ど
を
つ
ぶ
さ
に
見

て
回
っ
た
様
子
を
報
告
。
１
９
４

９
年
か
ら
１
９
８
９
年
ま
で
４
５

６
回
以
上
の
核
実
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
当
時
、
住
民
に
は
核
実

験
の
こ
と
は
一
切
知
ら
せ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
住
民
た
ち
は
今
も
苦

し
み
、
放
置
さ
れ
て
い
る
と
述
べ

ま
し
た
。 

74
歳
の
女
性
は
子
ど
も
の
頃
か

ら
首
の
骨
が
痛
い
な
ど
体
調
不
良

が
続
き
、
薬
代
が
大
変
高
額
な
の

で
援
助
を
訴
え
て
い
る
こ
と
、
こ

の
女
性
の
話
で
は
、
60
代
ま
で
生

き
る
人
が
少
な
い
こ
と
、
「
被
爆

者
手
帳
」
の
よ
う
な
も
の
が
交
付

さ
れ
て
い
る
が
、
医
療
支
援
は
乏 

      し
く
多
く
の
病
気
を
発
症
し
て
い

る
こ
と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
障
が
い
者
差
別
が
ま

だ
根
強
く
残
っ
て
お
り
、
核
実
験

の
影
響
で
障
が
い
を
持
っ
て
生
ま

れ
た
人
は
そ
の
存
在
を
隠
す
よ
う

に
し
て
い
る
、
カ
ザ
フ
と
そ
の
住

民
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
要
請

さ
れ
た
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
を
考
え
て
い
こ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

ジャーナリスト  

小山美沙さん 

核
実
験
場
跡
地
に
建
設
さ
れ
た

「原
子
力
セ
ン
タ
ー
」に
展
示
さ

れ
て
い
る
「核
実
験
模
型
」 

広島自治労連は被爆地ヒロシ

マの公務公共労働者の組合とし

て「核兵器廃絶」の声を労働組

合や民主団体とともに広げてい

ます。 

その立場で11月27日、広島市

に対してノーベル平和賞受賞を

機に広島市民がこれまで以上

に、核兵器と人類は共存しえな

いこと、未来を奪うので廃絶す

るしかない、との思いを広げて

いくような街づくりを求め、広

島市役所や各区役所、公共施設

に祝意を示す「たれ幕」等の掲

示を要請しました。 

当局からは平和推進課の松田

課長をはじめ3名に対応いただ

きました。 

松田課長は、広島市としても

喜ばしいことであるが「たれ

幕」等の掲示は考えていないこ

と、12月10日の授賞式を祝うパ

ブリックビューイングや被爆80

年に向けての取り組みを準備し

ていると回答しました。 

長崎市は受賞から早々に市庁

舎や原爆資料館に掲示をしてい

ただけに残念に思いましたが、

広島市でも12月3日以降、市役

所他で祝意の張り紙がされてい

るのを確認しました。 

核兵器廃絶を理想ではなく現

実のものにするよう、引き続き

運動を続けていきます。 

  

11

月
23

日
（
土
・
祝
）

市
労
組
み
よ
し
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会

の
冒
頭
、
大
谷
真
弘
執
行

委
員
長
は
「
世
界
で
は
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦

争
が
長
期
化
、
国
内
で
は

石
破
政
権
が
発
足
す
る
も

過
半
数
割
れ
で
国
内
外
と

も
に
混
沌
と
し
た
情
勢
が

続
い
て
い
る
。
働
く
者
の

権
利
を
確
立
し
、
平
和
と

安
定
の
社
会
を
構
築
し
よ

う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

続
い
て
、
来
賓
の
木
下

県
本
部
副
委
員
長
か
ら
も

お
祝
い
と
激
励
の
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
毎
年
恒
例
の

「
流
行
語
で
振
り
返
る
一

般
経
過
報
告
」
と
「
２
０

２
４
年
度
運
動
方
針
案
」

が
提
案
さ
れ
、
と
も
に
承

認
さ
れ
ま
し
た
。 

市
労
組
み
よ
し
は
２
０

０
４
年
の
市
町
村
合
併
に

よ
り
君
田
村
職
労
か
ら
市

労
組
み
よ
し
に
改
組
し
、

20
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

組
合
員
数
は
少
な
い
で

す
が
強
い
き
ず
な
と
団
結

で
、
ま
た
１
年
１
年
、
積

み
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

市労組みよし 

定 期 大 会 

～
市
町
村
合
併
に
よ
り
君
田
村
職
労
か
ら
改
組
、
２
０
年
～ 

写真右：松田課長、左：浜崎書記長 

2025年2月22日（土）14時～広島市中区地域福祉センター 

～市民の思いを強めるような街づくりを～ 

広島自治労連 

「共済学校＆春の組織集会」 

＊2025年1月26日（日）10時～16時 

＊TKPビル広島本通り駅前からオンラ

イン併用 

広島自治労連第70回中央委員会 

＊2025年2月6日（木）18：45～20：45 

＊広島ロードビル３Ｆからオンライン併用 

＊活動報告、2025春闘方針提案 

＊各単組からの発言をお願いします 

広
島
地
域
で
バ
ス
・
電
車
・
ア

ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
、
公
共
交

通
機
関
で
利
用
で
き
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
「
パ
ス
ピ
ー
」
が
令
和
７
年
３

月

29
日
で
廃
止
さ
れ
ま
す
。
市

民
生
活
に
と
っ
て
身
近
で
切
実
な

問
題
で
す
が
、
丁
寧
に
説
明
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 
バ
ス
会
社
の
違
い
で 

２
つ
に
分
か
れ
る
！ 

パ
ス
ピ
ー
は
公
共
交
通
機
関
で

乗
車
で
き
る
共
通
性
と

10
％
割

引
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
ス
ピ
ー
廃

止
後
、
広
電
系
列
（
広
電
、
芸
陽

バ
ス
、
ボ
ン
バ
ス
、
備
北
交
通
）

と
そ
れ
以
外
（
広
島
バ
ス
、
広
島

交
通
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
）
の
２
つ
に
分

か
れ
ま
す
。 

廃
止
強
行
の
背
景
は
、
パ
ス

ピ
ー
導
入

15
年
経
過
で
、
機
械

の
老
朽
化
に
よ
る
更
新
が
何
億
円

の
単
位
で
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
国
土
交
通
省
か
ら
の
補

助
金
は
新
シ
ス
テ
ム
導
入
に
は
付

き
ま
す
が
、
維
持
補
修
に
は
補
助

が
付
き
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
広
電
は
、
ス
マ
ホ
使

用
の
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
に
よ
る

モ
ビ
リ
ー
デ
イ
ズ
」
導
入
の
方

針
、
パ
ス
ピ
ー
利
用
を
来
年
３
月

29
日
ま
で
と
決
定
。
広
電
は
他

の
バ
ス
会
社
に
も
モ
ビ
リ
ー
デ
イ

ズ
参
入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、

他
社
は
Ｊ
Ｒ
と
の
連
携
を
重
視
す

る
等
の
理
由
で
当
面
参
入
せ
ず
、

足
並
み
が
揃
い
ま
せ
ん
。 

 

社
会
的
弱
者
が
置
き
去
り 

広
電
が
強
行
す
る
モ
ビ
リ
デ
イ

ズ
は
、
基
本
的
に
ス
マ
ホ
で
の

チ
ャ
ー
ジ
や
支
払
い
を
可
と
し
、

そ
の
利
便
性
を
強
調
し
ま
す
が
、

全
国
民
の
２
割
は
現
在
も
ス
マ
ホ

不
保
持
。
こ
の
制
度
か
ら
置
き
去

り
に
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
で
車

の
運
転
が
で
き
な
い
方
は
、
パ
ス

ピ
ー
で
安
心
し
て
公
共
交
通
利
用

し
て
い
ま
す
が
、
会
社
に
よ
り
乗

り
方
が
異
な
る
と
不
安
に
な
り
ま

す
。
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
利

用
で
き
る
こ
と
が
、
公
共
交
通
機

関
の
役
割
で
す
。 

運
動
が
広
電
を
動
か
す 

そ
の
よ
う
な
中
、

11
月

23
日

「
広
島
の
公
共
交
通
の
利
便
性
を

守
る
会
」
を
結
成
。
会
は
以
前
か

ら
パ
ス
ピ
ー
廃
止
後
も
利
便
性
が

損
な
わ
れ
な
い
よ
う
声
を
あ
げ
て

お
り
、
こ
の
運
動
が
広
電
を
動
か

し
、
記
者
発
表
と
な
り
ま
し
た
。 

①
モ
ビ
リ
ー
デ
イ
ズ
カ
ー
ド
の

現
金
チ
ャ
ー
ジ
が
車
内
で
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。 

②
広
電
系
列
の
モ
ビ
リ
ー
デ
イ

ズ
の
読
み
取
り
機
に
、
イ
コ
カ
で
も

タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
払
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
（
２
点
と
も
実
施
時

期
未
定
） 

職
場
に
「
広
島
の
公
共
交
通
の

利
便
性
を
守
る
署
名
」
を
お
届
け

し
て
い
ま
す
に
で
、
公
共
交
通
の

果
た
す
役
割
を
求
め
、
署
名
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

～公共交通機関の役割と「パスピー廃止」問題～ 


